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銚子漁港における近海旋網漁船群の主要本拠地
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lV むすび
I はじめに
沖合漁船，特に近海旋網漁船は，漁場の移動に伴う毘年操業のため，水揚地を季節的に変えること
が多い.これは，水揚地から見れば，水揚漁船の本拠地の地理的範囲が季節的に変動することである.
本稿の目的は，その規則性を年次推移とともに銚子漁港において見い出すことである.銚子漁港は全
国有数の大量水揚漁港で，近海:旋網漁船の水揚量が20年以上，常に総水揚量の80%以上を占めてきた.
近海旋網漁船とは， 自本の沖合において原則として臼帰り操業をする旋網漁船で，主として大中型
旋網漁船を指す1) その主な漁獲対象は，マイワシ，カタクチイワシのイワシ類，アジ類，マサバ，
カツオ及びマグロ類である.
筆者はすでに，銚子漁港における近海旋網漁船群あるいは波崎町'の近海旋網漁船群の季節操業につ
いて若干の報告をした2) 今回は，銚子漁港魚市場の資料をもとに水揚げ統計をまとめ，漁船群の年
間水揚量が500トン以上 あるいは年間水揚金額が該当の総水揚金額の 1%以上である漁業本拠地3)
を主要本拠地とし その年次・季節変化を考察した.漁業本拠地は f漁業経営の本部所在地j を意味
し，「操業上の現場本部の所在:tiliJである漁業根拠地とは異なる.すなわち，考察の対象とする近海:
旋網漁船は，銚子漁港を漁業根拠地とし，地元銚子も含めて全国にそれぞれ本拠地を有する.
銚子漁港における近海旋網漁船の水揚量は 1974年の16万9;064トンから1984年の75万7，582トンま
で増加し，その後， 1990年まで1977年の水準へと減少した(第 1図)4).水揚量の増加は，主要な漁
獲対象であるマイワシとマサパの資源増加と漁船群の漁獲能力の向上を背景とし，逆に，水揚量の減
少は，マイワシとマサパの資源減少が主たる要留と考えられる.水揚げ漁船の所属をみると，廻船(外
来船)の水揚量が全体の最低で、も30%，最高で68%を占めた.準地元の波IU奇船の水揚量も， 1985年ま
では全体の最低でも13%，最高では44%を占めた5) 銚子漁港における近海旋縮漁船の大量水揚げは，
地元銚子の漁船群に加えて，準地元の波IU奇，そしてその他の外来漁船群による水揚げにより支えられ
る.本稿では，同様な操業形態、を有する銚子と波崎の漁船群をひとまとまりと考え，他地の漁船群と
対照しながら，銚子漁港における近海旋網漁船の水揚げを考察する.
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第 1図 銚子漁港における近海旋網漁船水揚量の本拠地問j年次推移(1972-1990年)
( i銚子市漁業協同組合地方卸売市場水揚統計表J から作成)
E 近海旋網漁船の主要本拠地7.lIJ水揚げ
r -1 主要本拠地3iJ水揚量の年次変化
第2図は，銚子漁港に水揚げする近海旋網漁船の主要本拠地別水揚量を， 1975年， 1984年， 1990年
について示した. 1984年は銚子漁港で、過去最高の水揚年， 1975年は詳細な市場資料の存在する最も古
い年， 1990年は総水揚量の減少が停止した年として，分析対象年に選択した.以下では，各年の合計
水揚量とともに，漁獲対象別にイワシ旋網(マイワシ，カタクチイワシ等のイワシ類)，サバ旋志向(マ
サパ)，カツオ・マグロ旋網(カツオ及びマグロ類)の水揚量の推移を検討する.
1975年における合計水揚量は2l.0万トンで，主要本拠地別に見ると，銚子・波1奇，旭，いわきを中
核に， I珪I1IT高田，石巻が上位を占めた.この本拠地の分布域は，北海道から九州まで全国に及ぶが，
千葉県以北の東日本太平洋岸が中心であった.イワシ旋網の水揚量は全体で、15.7万トンで，銚子・波
崎，旭を中核に，いわき， [建前高田が水揚量の上位を占め，圭安本拠地の分布は東日本にIlJRられた.
サパ旋網の水揚量は全部で、5.06万トンで，いわき，石巻，銚子・波1I奇，八戸を中核に，御荘，長崎，
境港が上位を占めた.サバ旋網の主要本拠地は，イワシ旋網よりも偏りなく全面に分布した.カツオ・
マグロ旋網の全体水揚量は0.2万トンで，いわき，石巻，銚子・波IJ奇を中核に， I笠I1IT高田，街i荘，境港，
大洗など，主要本拠地が全国に点在した.
1984年における合計水揚量は75.875トンで， 1975年の3.6倍に増加した.その主要本拠地3iJ水揚量は，
銚子・波崎を中核に，いわき，旭，北茨城が上位を占めた. 1975年に比べて，西B本の本拠地の水揚
げが増加し，主要本拠地が全国により分散した.イワシ旋網は，水揚量が49.2万トンと1975年の3倍
に増加し，その本拠地3iJ水揚量は，銚子・波1奇，旭を中核に，いわき，北茨城，石巻，八戸，陸前高
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第 2図 銚子漁港における近海旋網漁船の主要本拠地別水揚量の年次推移 (1975年， 1984 
年， 1990年) (銚子漁港魚市場資料から作成)
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出の)1買に多かった. 1975年と同じく，イワシ旋網の主要本拠地は，東日本太平洋沿岸に偏在した.サ
バ旋網の水揚量は25.3万トンで， 1975年の約 5倍に増加した.銚子・波IJ奇，いわきを中核に，戸田，
北茨城，八戸，石巻の漁船群の水揚量が多く，その主要本拠地は1975年と同様に，イワシ旋網よりも
偏iりなく全国に分布した.カツオ・マグロ旋縞では，水揚量が1975年の約 6倍のl.2万トンとなり，
水揚漁船の主要本拠地の分布が多少広がった.その主要本拠地には，街i荘，石巻，いわき，陸前高田
を中核に，八戸，稚内などがあげられる.
1990年における合計水揚量は26.4万トンで， 1984年の35%に減少し， 1975年のl.25倍に相当した.
その主要本拠地別水揚量は，銚子・波崎，旭を中核に，北茨城，戸田，いわきの順に多かった.イワ
シ旋網の水揚量は23.4万トンと1984年の半分以下に減少し，銚子・波崎，旭，北茨城を中核に，戸田，
いわきの)1真に多かった.水揚量上位の主要本拠地は， 1975年と1984年の場合と|可様に西日本には見あ
たらない.ただし， 1984年に比べて，石巻， 1珪前高田，八戸の割合が相対的に低下し，主要本拠地の
全体的な分布域が狭まった.アジ旋網は，それまでイワシ類と若干混獲されていたアジ類の水揚量を
分別するため， 1987年以降にイワシ旋網と区別するようになったものである.その水揚量は， 1987年
に231トン， 1988年に4，063トン， 1989年に7、007トン， 1990年に17，639トンと急増した. 1990年のア
ジ旋網は，銚子・波崎を中核に，戸田， 日立，北茨城，石巻，八戸，釧路等が主要本拠地で，その分
布は東日本中心であった.サパ旋縞の水揚量は3，507トンに減少し， 1984年の1.4%，1975年の 7%に
すぎなかった.サパ旋網は，銚子・波IJ奇，稚内を中核に，千代田・中央(東京)大洗，戸田，奈良尾，
弱1路，いわきのように，水揚げ上位の主要本拠地が変動し，その分布域が1984年及び1975年よりもか
なり狭まった.カツオ・マグロ旋網は，水揚量が1984年の約 7割， 1975年の約4倍にあたる8，317ト
ンであった.その主要本拠地は，戸田，いわき，八戸を中核に，旭，稚内，銚子・波崎， ~II路，御荘，
石巻が水揚量上位を占め，全般的な分布は1984年とあまり変わらない.
11-2 主要本拠地~IJ水揚金額の季節変化
本節では，水揚げの中核を成す漁船群の主要本拠地として，水揚金額全体の 1割以上を分担する期
間のさらにその 1割以上を分担した主要本拠地を 中核的本拠地と考える.
1 ) 1975年
1975年の銚子漁港における近海旋網漁船の水揚金額は，銚子・波1I奇，いわきを中核とし， n巻，旭，
陸前高田，八戸，御荘，大洗，戸田，長崎の)1真に多かった(第 3図)• 
イワシ旋網の総水揚金額は20.8億円で， 1・2月に4.75億円， 3・4月に3.85信、円， 5・6月に
l. 92億円， 7・8月に0.96億円， 9・10月に0.59億円， 1・12月に1.45億円であった.中核的本拠地は，
1 . 2月の銚子・波崎，いわき，陸前高田，旭， 3・4月の銚子・波1奇，1@である.主要本拠地の分
布は，水揚金額の多い 1・2月と 3・4月ほど広域にわたった.
サパ旋網の総水揚金額は17.9億円， 1・12月， 3・4月の)1買に多く， 3・4月に4.72億円， 9・10
月に0.08億円， 1・12月に13.1億円であった.中核的本拠地は， 3・4月の八戸，石巻，いわき，銚
子・波崎， 1・12月のいわき，石巻で， 1・12月には長崎，境港の漁船群も l億円以上のサパを水揚
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銚子漁港における近海旋縞漁船の主要本拠地別水揚金額の季節推移 (1975年)
(銚子漁港魚市場資料から作成)
第3図
3・4月の水揚漁船群が比較的東日本に偏っていたのに対して， 1・12月の水揚漁船群の主げした.
その比重も増した.要本拠地は西日本にも広く分布し，
5・6
9・10月に0.011:意円， 1 ・12月に0.1億円で，夏季に水揚げの
3・4月に0.04億円，1・2月に1.21:意円，カツオ・マグロ旋網の総水揚金額は10.6銭円，
7・8月に2.44億円，月に6.741:意円，
196 
1・2月の中核的本拠地は，水揚金額の多い夏季に最も広域にわたる主要本拠地は，中心がある.
石巻であった.7・8月のいわき，陸前高田，いわき，5・6月の石巻，銚子・波IU奇，
2) 1984年
jコ石巻，いわきを中核とし，1984年の銚子漁港における近海旋網漁船の水揚金額は，銚子・波1奇，
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イワシ旋網の総水揚金額は95.2億円で， 1975年の約4.6倍に増加した. 2か月間水揚金額は， 1・
2月が33.1億円， 3・4月が21.6億円， 5・6月が21.9i意円， 7・8月に6.89イ意円， 9・10月が5.88
信、円， 11・12月が5.80億円で， 1月から 6月の水揚金額が多い.主要本拠地の分布は， 7・8月に最
も狭まり， 3・4月と 5・6月よりも水揚金額の少ない 9・10月， 11・12月と，最も水揚金額の多かっ
た1・2月に広域にわたった.中核的本拠地には， 1 . 2月の銚子・波1奇といわき， 3・4月及び5・
6月の銚子・波1奇があげられる.このほか， 1億円以上の水揚金額のあった主要本拠地には， 1・2
月には八戸，旭，石巻， I陸前高田， 3・4月には旭， 5. 6月には旭，北茨城が該当した.
サパ旋緋!の総水揚金額は153.5億円で， 1975年の8.6倍にあたる. 2か月間水揚金額は， 1・2月が
32.81室、fTJ， 3 . 4月が10.0億円， 5・6月が2.661.意円， 7・8月が0.6億円， 9・10月カワ1.71.意fTJ， 11・
12月が95.7億円で， 11・12月と 1・2月の水揚金額が突出していた.主要本拠地は， 11・12月に最も
広く分布し， 9 . 10月の分布がそれに準じ， 1・2月の分布が次に広い.西日本の主要本拠地の漁船
群は， 9月から12月の開に水揚げを集中させた.中核的本拠地は， 1・2月が銚子・波1I奇，いわき，
戸田， 1]・12月が銚子.?皮1奇，いわきであった.このほか，水揚金額 1億円以上の主要本拠地には，
1・2月に八戸，石巻，留萌， 11・12月に西日本を含むほとんどすべての主要本拠地が該当した.
カツオ・マグロ旋網の総水揚金額は40.2億円で， 1975年の3.8倍に増加した. 2か月間水揚金額は，
1・2月が0.041.意円， 3・4)ヲカ{0.94億fJ:j， 5・6月が17.0億円， 7・8月が17.21怠円， 9・10月が
4.47億円， 11・12月が0.51信、円であった.主要本拠地は，水揚金額の多い 5月から 8月が最も分布域
が広かった.中核的本拠地は， 5・6月のいわき， I箆前高田，石巻， 7・8月の石巻，御荘，いわき，
9・10月の石巻，稚内である.このほか，水揚金額 1億円以上の主要本拠地には， 5・6月に御荘，
八戸，稚内， 7・8月に塩竃が該当した.
3) 1990年
1990年の銚子漁港における近海旋網漁船の水揚金額は，銚子・波崎，戸田を中核とし，旭，いわき，
八戸，石巻，稚内，北茨城， 日立， fJ1路の)1実に多かった(第 5図).全般に， 1984年よりも西呂本の
漁船群の水揚げが減少した.
イワシ旋網の総水揚金額は48.4億円で， 1984年の約半分となった. 2か月間水揚金額は， 1・2月
が8.87f意円， 3・4月が20.0億円， 5・6月が9.45億円， 9・10月が0.05{意丹， 11. 12月が5.35億円
であった.主要本拠地の分布域は， 5・6月より水揚金額の少ない11・12月と， 1月から 4月に比較
的広くなった.中核的本拠地は， 1・2月の銚子・波1I奇，いわき， 3・4月の銚子・波崎，北茨城，
5・6月の銚子・波1奇，旭， 11・12月の銚子・波[1奇，戸田，北茨城であった.このほか， 1億円以上
の水揚金額の主要本拠地には， 3・4月の旭，戸田，日立， 7・8月の銚子・波崎，旭があげられる.
アジ旋志向の総水揚金額は20.9億円で， 1・2月が0.39億円， 7・8月が0.03信、円， 9・10月が3.14
億円， 11・12月が17.3億円と， 9月から12月に水揚げが集中した.主要本拠地は，この水揚げ集中期
に最も広く点在した.中核的本拠地には， 9・10月の銚子・波崎，戸田，下関，奈良尾， 11・12月の
銚子・波崎が該当した. 1億円以上の水揚金額の主要本拠地は，このほかに11・12月の日立がある.
サパ旋綿の総水揚金額は3.3億円で， 1984年の約 2%，1975年の約18%に相当した. 2か月間水揚
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銚子漁港における近海旋網漁船の主要本拠地別水揚金額の季節推移 (1990年)
(銚子漁港魚市場資料から作成)
-一水樋げなし
第5図
1 . 2月カ'i'2.15億:円， 7・8月カ'i'0.021章、円， 9・10月カ'i'0.821:意円， 1・12月カ'i'0.3H意向であっ金額は，
いずれもそ9 . 10月の銚子・波崎だが，大洗，1 . 2月の銚子・波崎，稚内，
の水揚金額は 1億円以下であった.
中核的本拠地は，た.
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カツオ・マグロ旋網の総水揚金額は34.1信、丹で， 1984年の85%に相当した. 2か月間水揚金額は，
1 . 2 月カ~'l.581意円， 3 ・ 4 月カ~'l.731.意円， 5 ・ 6 月カ~'l6.6信:円， 7 ・ 8 月カ~'8 .34i意円， 9・10月カf
2.98億円， 1・12月が2.86億円で， 1975年及び1984年と同様に， 5月から 8月に水揚げが集中した.
中核的本拠地は， 5・6月のいわき，八戸，稚内，戸田， 7・8月の戸田，いわきであった. 1.意向
以上の水揚金額の主要本拠地には，このほか， 5・6月の石巻，鋭1諮，東京があった.
軍 近海旋網漁船群の生産性別主要本拠地
盤-1 1回あたりの水揚量からみた主要本拠地
漁船の 1屈あたりの水揚量は，漁船の大きさあるいは漁獲物運搬能力，漁獲効率等を包含する漁獲
能力を，量的に表わす.すなわち，この値が高いほど，その本拠地の近海旋網漁船の量的生産性が高
い.銚子漁港に水揚げする近海:旋縞漁船の量的生産性は，魚種別にも全体的にも1975年から1984年へ
は上昇し， 1984年から1990年へは減少した(第 1表).水揚量が合計の 1%未満の主要本拠地を除き，
量的生産性の上位 3位までの本拠地を，ここでの中核的本拠地と考える.
1975年における中核的本拠地は，イワシ旋網がしミわき，大洗，陸前高田，サパ旋織が戸田，下関，
奈良尾，カツオ・マグロ旋網が戸田， 自立，塩竃，全体では長 11奇，いわき，境港であった.銚子・波
崎は，どの魚種でも全体でも，量的生産性が平均以下で，全般に西自本の漁船群の量的生産性の高さ
が際立っている.
1984年における中核的本拠地は，イワシ旋網が陸前高田，旭，いわき，サパ旋網が奈良尾，戸田，
下関，カツオ・マグロ旋絡がいわき，御荘，日立，全体では戸田，姐，いわきであった.地元の銚子・
波崎は，サパ旋網と全体の量的生産性が平均以上で、あったが，あとは依然として平均以下であった.
全般に，西宮本の漁船群の量的生産性は1975年と同様に高いが，東日本の漁船群の量的生産性も平均
以上が増加した.
1990年における中核的本拠地は，イワシ旋網が戸田，大洗，北茨城，アジ旋縞が戸田，留1路，下関，
サパ旋綿が奈良尾，戸田，下関，カツオ・マグロ旋網が戸田，iWlI路，控訴高田，全体では戸田，北茨
城，大洗であった.銚子・波崎の漁船群の量的生産性は，イワシ旋網と全体のみが平均以上であった.
全般に，西日本漁船群の水揚量が減少したが，その量的生産性の東日本漁船群に対する相対的な高さ
は変わらなかった.
由一 2 平均魚、価からみた主要本拠地
水揚げ漁船の平均魚、儲は，漁船の漁獲能力の質的生産性を示す指標となる.ここでは，平均魚価の
最も高い主要本拠地を中核的本拠地とする.
イワシ旋網の中核的本拠地は 1975年が銚子・波IJ奇 1984年が大洗， 1990年が野栄で，いずれも銚
子漁港に近接する本拠地であった(第2表).これに対して，サバ旋網の中核的本拠地は， 1975年が
生月， 1984年が留萌， 1990年が奈良尾で，銚子漁港から最も遠距離の主要本拠地に分類される.カツ
オ・マグロ旋網の中核的本拠地は 1975年が大洗， 1984年が塩竃， 1990年が大洗で，いずれも寒流と
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i援流が混合する潮境海域沿岸の主要本拠地であった.アジ旋網の1990年における中核的本拠地は長崎
で，これは九州il方海域でのアジ漁獲の経験が豊かな本拠地である.全体では， 1=1::1核的本拠地は1975
年が戸田及び境港， 1984年が御荘， 1990年が御荘で，西日本の漁船群が質的に高い漁獲能力を有する.
国-3 1Q1あたりの水揚金額からみた主要本拠地
漁船の 1回あたりの水揚金額は 漁船の経済生産性を示す指標となる.各漁船ごとの必要経費を考
慮していないため，いわば，粗収入を稼ぐ能力の大きさを意味する.ここでは，水揚金額が全体の 1% 
未満であった主要本拠地を除き 経済生産性の上位 3位までの本拠地を中核的本拠地と考える
イワシ旋網の場合，中核的本拠地は， 1975年が大洗，いわき，東京， 1984年がいわき，旭，大洗，
1990年が戸田， iWlI路，大洗であった(第 3表). 3年次の主要本拠地を比較すると，大洗といわきが
重要な本拠地であったことがわかる.アジ旋網は， 1990年において戸田，長崎，下関を中核的本拠地
とし，西日本漁船群の経済生産性の高さを示した.
サバ旋網の場合，中核的本拠地は1975年が戸田，奈良尾，下関， 1984年が戸田， i認可L境港， 1990 
年が稚内，大洗，東京であった. 3年次の主要本拠地を比較すると，戸田と西日本の漁船群が効率の
よい水揚げの中心であったことは明らかである.
カツオ・マグロ旋網の中核的本拠地は， 1975年が戸田，塩竃，大洗， 1984年が塩竃，いわき，御荘，
1990年が戸田，御荘，いわきであった. 3年次の主要本拠地を比較すると，戸田，いわき，塩竃，話1
荘の 4本拠地が，特に重要な本拠地であったことがわかる.
全体では，戸田，御荘，いわき，下関，長崎が， 3年次を通じて高い経済生産性を示す主要本拠地
で，ここでも，西日本漁船群の効率的な漁獲能力が確認される
U むすび
以上の水揚げの年次・季節変化に関する分析をもとに，銚子漁港における近海旋網漁船の主要本拠
地の変動をまとめると 以下のようになる.
1975年の銚子漁港における近海旋網漁業は， 1・2月に銚子・波1奇，いわき，陸前高田，旭が中核
の漁船群がイワシ類を 銚子・波1奇が中核の漁船群がカツオ・マグロを水揚げし 3・4月にはさら
に北方の漁船群が加わって，八戸，石巻，いわき，銚子・波1奇が中核の漁船群がマサパを水揚げした.
5月から 8月はカツオ・マグロの水揚げが集中し，その中核は石巻，いわきの漁船群であった. 9・
10月の旋網の水揚げは少なかったが， 11・12月には西日本の漁船群も加わり，いわき，石巻の漁船群
を中核にマサパが大量に水揚げされた.西日本漁船群の漁獲能力の高さは抜群で，総量的には中核に
はならなかったが技術的には東日本の漁船群を刺激したと伝えられる.
1984年の銚子漁港における近海旋網漁業は， 1975年と水揚げの季節変化が類似する.異なるのは，
第 lに， 5・6月に海域を北上するイワシを銚子・波1奇，旭が中核の漁船群が大量に水揚げしたこと
である.第 2に，マサパの 3・4月の水揚げ集中期が1・2月に前にずれ，戸田の漁船群が中核に加
わったこと， 11・12月の中核本拠地の石巻が銚子・波崎に入れ替わったことである.第 3は，カツオ・
第
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マグロの水揚げ集中期が， 5月から 10月にかけてと，長期化したことである.すなわち，漁獲資源
の増加と漁獲技術の向上があいまって，年間を通じての近海旋網漁船の水揚げが魚種を変えながらも，
途切れないようになった.これは，銚子漁港において近海旋網漁船による大量水揚げが実現する，水
揚げの最良の季節変化と考えられる
1990年の銚子漁港における近海旋縞漁業は， 1984年と水揚げの季節変化が基本的には類似する.異
なるのは，第 1に，イワシ旋絹の中核本拠地に 3・4月の北茨城， 5・6月の旭が加わり， 11・12月
にも銚子・波1 J奇，戸E8，北茨城の漁船群を中核にイワシ類が大量水揚げされたことである.第 2に，
アジ、類の水揚げが大量化し， 9月から12月にかけて銚子・波1奇，戸El3，下関 奈良尾の漁船群を中心
に大量水揚げがあったことである.サバ旋網は資源減少のためか， 11・12月の大量水揚げJmが消え，
中核的本拠地が 1. 2月と 9・10月の銚子・波IlJ奇 1・2月の稚内，大洗に替わった.カツオ・マグ
ロ旋網は，大量水揚げJtnが1975年と同じになり，中核的本拠地の陸前高13と石巻，話:IJ荘が八戸， ft内，
戸田に交代した.全体的に， 1990年における近海旋絹漁船による大量水揚げの述続性は， 1984年より
も低下した.
水揚総量における中核的本拠地は，戸日3とia:1l荘を除くと，いずれも，銚子・波1奇を含む東日本の主
要本拠地であった.これに対して，量的生産性，質的生産性，経済生産性は，いわき，大洗，戸田，
御荘及び下関を含む九州漁船群が主導的役割を果たした.特に 西日本漁船群は，総量的には少なく
ても，そのj魚、獲・水揚げ能力の高さが銚子漁港で際立った.銚子・波1奇は いず、れの生産性において
も中核的本拠地になり得なかった.銚子・波1I奇は，総量では中核i'I'J本拠地であっても，生産性，ある
いは漁獲技術において主導的な地位に未だいたっていない.これは，銚子・波1I奇の近海旋網漁船群が，
漁獲資源の豊度に大きく左右されること，その漁業技術，経営上の改善余地がまだある可能性を意味
する
この報告の資料収集については 銚子市漁業協同組合市場部・総務部の方々に大変おi止話になりました. 下
こに記して感謝申し上げます
文献・注
1 )銚子;1!合で操業する主力の大中型!近海旋網漁船は，
総トン数が80トンあるいは110トンから135トンの本
船(漁網積載船) 1隻， 200トン前後の魚運搬船 2
隻， 100トン前後の魚、群探索船 1隻と 1トン前後の
レッコボート(旋織作業船) 1隻で通常の]船田を
成す
2)篠原秀一 (1988) 茨城県波IU奇1fTにおける漁港漁
業の発達地域調査報告， 10，59】76
篠原秀一 (1989) 銚子における漁港漁業の発展
地理学評論， 62， 792-811 
3)この基準は.銚子漁港に 2@以上水揚げした近海
旋網漁船の最低水揚量，最低水揚金額として設定し
た
4 )同時期における銚子漁港の総水揚量は， 1974年の
19万5，501トンから1984年の81万9，116トンへ増加
しその後， 1989年及び1990年の30万トンl'IIJ後まで
減少した
5)波IU奇船は， 19855:F:12月から地元波IU奇の新(，{{l，港にj魚
獲物の多くを水揚げするようになり， ~JE子漁港にお
ける水揚量が1986年以昨激減した
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This paper tries to examine headquarters' places of main round haul netters seasonally based 
on Choshi Fishing Port in 1975， 1984， and 1990. From the viewpoint of sum total of fish landing， 
Choshi in Chiba Prefecture， Hasaki nearby Choshi in lbaraki Prefecture， and places along the 
Pacific coast in the eastern ]apan were leading headquarters' places at Choshi Fishing Port. But， 
form the viewpoint of efficiency of fish landing， the leading headquarters' places were located in 
Iwaki in Fukushima Prefecture， Oarai in lbaraki Prefecture， Heta in Shizuoka Prefecture， Misho 
in Ehime Prefecture， and Northern Kyushu including Shimonoseki in Yamaguchi Prefecture. 
